
 

 

 

 

7月 2日  「創造者なる神」  イザヤ 40・21～26 

１．元気がない時、下を向いて歩いてしまいます。預言者イザヤの時代の人々もそうだったかもしれません。 

２．実は、当時の人々は、聖書の神様を捨てて、偶像の神々を拝んでいました。 

３．そんな人々に、イザヤは語りかけました。 

４．神様は、空の星々をお造りになったお方です。 

５．大国の権力者たちや、彼らが信じる偶像は、神様が風を吹かせれば飛んで行ってしまうような存在です。 

６．だから神様を見上げなさいと、イザヤは人々に語りました。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



 

 

 

 

7月 9日  「聖なる神」  イザヤ 6・1～7 

１． イザヤは、ある時神殿で御座についておられる主のお姿を見ました。 

２． セラフィムが互いに「聖なるかな」と呼び交わし、神殿に煙が満ちました。 

３． イザヤはびっくりして「ああ、私は滅んでしまう」と言いました。 

４． するとセラフィムの一人が燃えさかる炭を火ばさみでもってイザヤのところに来ました。 

５． 主が「だれを、わたしは遣わそう」と言っておられる声を聞きました。 

６． イザヤは主に向かって「私を遣わしてください」と答えました。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月 1６日 愛なる神 Ⅰヨハネ４・７〜11                               
１．聖書の中には「愛」ということばが何度も出てきます。今日読んだところには十三回も出てきます。だれか

に愛されてみると、愛がどのようなものかよくわかるようになります。 
２．相手のためを思って、自分の時間や力を使うことが愛するということです。その気持ちが届くと相手はうれ

しい気持ちになります。愛するということは、心の中で思うだけではなくて、気持ちを行動に表すことなの
です。 

３．神様は私たちのことを大切に思っています。わたしたちに永遠の命を与えたいと思っています。そしてわた
したちの罪を赦したいと思っています。 

４．ひとり子であるイエス様をこの世界に送り、神様といっしょに生きる幸せを教えてくださいました。そして
そのイエス様を十字架にかけて罪を赦すためのささげ物にしてくださいました。 

５．神様に大切にされているように、お互いを大切にするということが愛し合うということです。 
６．わたしたちの愛は神様に愛されていることから生まれます。自分の力で親切にしようとすることとは違いま

す。神様に愛されていることを忘れていたら、愛し合うことができません。 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

７月２３日 みんなで入ろう、救いの箱舟 創世記 ７・１～24                      
１．神様は人間を造ったことを後悔しました。そしてついに、この地上から人を滅ぼしてしまおうと決心しまし

た。けれども、神様はノアに心を留めました。ノアは神様の気持を考えて生活していたからです。 
２．神様はノアに大きな箱舟を作るように命じました。ノアと家族、そして動物たちを救うためでした。とても

長い時間かかってノアが箱舟を完成させたとき、神様は言いました。「あなたと、家族は箱舟にはいりなさ
い。動物たち、鳥たちも箱舟に入れなさい。」  

３．ノアと動物たちが箱舟に入ったとき、神様が箱舟の戸を閉めました。40日。毎日毎日雨が降り続きました。
雨はとうとう山の上をこえるまでに増えました。人も、動物も、箱舟に入らなかったものは、だれも生き残
ることはありませんでした。   

４．ノアと妻。ノアの三人の息子とその妻８人と、動物たち、鳥たち。箱舟に入ったものだけが残りました。 
  神様は人が心に思うことはよくないけれど、こんなふうに世界を滅ぼすことはやめよう、と決めました。 
５．二度とわたしたちを滅ぼさないですむように、神様はイエス様を十字架にかけてくださったのです。 
６．イエス様を信じ、十字架の救いを信じて生きるなら、だれでも救いの箱舟に入ることができるのです。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

７月３０日 さあ、出発だ！ 創世記 12・１～９                             
１．神様は、アブラムを選び、アブラムから生まれる子孫を増やし、一つの国にすることに決めたのです。そし

てアブラムとその子孫の国を通して、世界の国の人々を祝福する、というのです。 
２．神様はアブラムに新しい土地に行くように命じたのです。  
３．アブラムは 75才でした。引っ越しだってとても大変です。神様が行くようにというカナンが、住みやすい

土地かどうか分かりません。 
４．アブラムは、神様が言われたように、出発しました。妻のサライ、おいのロト、すべての財産、家畜、召使

いたち。すべて持って、住み慣れたハランを出発したのです。 
５．アブラムの心には、ただ神様を信じる気持ちがありました。 
６．アブラムは、大きな失敗をしたり、神様を疑ったりしてしまいます。でも、神様は、そんな欠点があるアブ

ラムを導き、訓練して成長させます。そしてアブラムは「アブラハム」と名前が変えられ、「信仰の父」と
まで、呼ばれるようになるのです。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 





 

 

 

 

8月 13日  「天からのはしご」  創世記２８・１０～２２ 

１．ひとりぼっちで寂しくなったことはありますか。 

２．ヤコブは嘘をついて兄エサウから長子の特権を奪い、エサウの怒りを買いました。 

３．母リベカに見送られ、ヤコブは叔父ラバンのもとに出発します。 

４．ひとりぼっちで長い長い旅をしました。 

５．夢の中で、天からのはしごを上り下りする神様の使いを見、神様からの語りかけを聞きました。 

６．目を覚ましたヤコブは、まくらにしていた石を立てて油を注ぎ、神様に誓いを立てました。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８月２０日 すべてを良きに変える神 創世記５０・15～２１                       
１．ヤコブにはたくさんの息子が与えられました。ヨセフはお父さんが年をとってから生まれた子どもなので特

別に愛されていました。ヨセフはお兄さんたちに憎まれるようになり、そしてとうとうお兄さんたちによっ
て遠い国エジプトに売られてしまったのです。  

２．神さまがヨセフとともにおられたので、自分を買い取った主人のもとで一生懸命働きました。 
ところがそののちヨセフは無実の罪をきせられて長い間ろう屋に入れられてしまうのです。 

３．ヨセフはエジプトの王さまファラオが見たふしぎな夢をみごとにときあかしました。 
ファラオはびっくりし、またヨセフのことを喜び、王さまの次に大切な仕事につけ全国を治めさせたのです。  

４．ヨセフのお兄さんたちは食べ物を買うためにエジプトにやってきました。 
ヨセフは、目の前にやってきて自分の前にひれ伏す人たちを見てびっくり！  

５．ヨセフはお兄さんたちといくつかのやりとりをしたあと、とうとう大きな声をあげて泣き出してしまいまし
た。 

６．お父さんのヤコブや家族みんなもエジプトにやってきました。ヨセフはお父さんのヤコブをだきしめ、いっ
ぱい泣きました。神さまの大きな愛ゆえにここまで守り導かれたことをヨセフは知っていました。 

※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 
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　8月 27 日　罪の赦しの恵み　マタイ 9・1～ 8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．この人は「中風」と言って、体が麻痺してしまう病気にかかっていました。
２．イエス様は、イエス様のもとに癒しを求めてきた彼らの信仰を見て、中風の人に「子よ、しっかりしなさい。  
        あなたの罪は赦された」と言われました。
３．イエス様が人をご覧になる時、その人の表面だけを見るのではなく、その人の心の中や、過去・現在・未来、
        全てをご覧になるのです。
４．それを聞いていた律法学者たちが心の中で言いました、「この人は神を汚している」と。
５．「『あなたの罪はゆるされた』、と言うのと、『起きて歩け』、と言うのと、どちらが易しいか。」
６．ただ一人、神の御子イエス様だけがこの罪を赦し、私たちを神の子どもにして下さる事が出来るのです！
※各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を200％拡大し、更に141％拡大する。Ａ３サイズは200％拡大し、更に200％拡大
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9 月 3 日　5つのパンと 2匹の魚　マタイ１４・１３～２１　　                　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．ある時、たくさんの人たちがイエス様の後についてきました。
２．イエス様は「彼らは行かなくてよい。あなたがたがみんなに食べ物をあげなさい」と言われました。
３．弟子たちがどうしたら良いかを考えていた時、一人の子どもが自分の持っていた五つのパンと二匹の魚を持っ
       てきたのです。
４．イエス様は、天を見上げ神をほめたたえ、パンを裂いて弟子たちにお与えになりました。
５．五つのパンと二匹の魚は、イエス様によって何千倍にも増やされ、弟子たちはそれを受け取って皆に配りま
        した。
６．「余ったパン切れを集めると、十二のかごがいっぱいになった」のです。
※各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を200％拡大し、更に141％拡大する。Ａ３サイズは200％拡大し、更に200％拡大
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9 月 10 日　嵐を鎮めたイエス　マタイ１４・２２～３３　         　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１．イエス様は弟子たちを舟に乗り込ませ、向こう岸に行くように命じられました。
２．ひとり祈るため山に登っていかれたイエス様は、夕方になってもまだ祈っておられました。
３．明け方、イエス様は海の上を歩いて弟子たちの所に行かれました。弟子たちは驚き騒ぎ出しました。
４．ペテロは舟から下り、水の上を歩いてイエス様の所に行きました。
５．風の音を聞いてちょっと風に吹かれた波を見たとき、恐ろしさで心が一杯になって怖くなり、ブクブクと
        沈みかけたのです。
６．弟子たちは「まことに、あなたは神の子です」とイエス様を礼拝しました。
※各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を200％拡大し、更に141％拡大する。Ａ３サイズは200％拡大し、更に200％拡大



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９月 1７日 モーセの誕生 出エジプト ２・１～10                            
１．長い年月が過ぎ、イスラエルの子孫たちはいつの間にか、エジプトで奴隷として働かせられるようになって

いました。この時の王様は悪い王様で、イスラエルの一族を苦しめ、もう人数がこれ以上増えないようにと、
なんと、男の子の赤ちゃんが生れたら殺してしまえっ、と命令したのです。 

２．そんな恐ろしい時代の中で、かの有名なモーセさんが生れました！  
３．お父さんお母さんは、勿論、可愛い赤ちゃんを殺すことなんて出来ません。それだけでなく、最初に言った

通り、「この子は、①神様が命を与え、②神様に愛されている子だ。③そして、きっと大事な役目があるに
違いない」と「信仰によって」思ったことでしょう！ 

４．その子を守るために三か月のあいだ隠して育てたのですが、いつまでも隠すことは出来ません。そこで、な
んと赤ちゃんをかごの中に入れ（水が漏れないようにして）、川岸の草の中にそっと置いたのです！ 

５．この赤ちゃんはエジプトの王様の娘に拾われました。 
６．モーセは成長し、やがてイスラエルの一族をエジプトから救い出すという、神様からの大事な役目を果たす

のです。 
 
※ 各絵をＡ４サイズに拡大するには、まず原画を 200％拡大し、更に 141％拡大する。Ａ３サイズは 200％拡大し、更に 200％拡大。 




